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総務文教消防委員会会議録（令和３年12月17日） 

 

出席委員  竹原委員長 中川副委員長 安達委員 谷崎委員 水橋委員 尾崎委員 

開田委員 髙橋委員 

欠席委員  なし 

説明のため出席した者  上田市長 石川副市長 伊東教育長 石坂総務部長 上田

教育委員会事務局長 落合子ども課長 奥村財政課主幹 

職務のため出席した事務局職員  藤名局長 香川係長 

 

午前９時21分開会 

竹原委員長 ただいまから、当局要請による委員会を開催いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付してあるとおりであります。 

 日程第１、会議録署名委員の指名をいたします。 

 開田委員、髙橋委員にお願いをいたします。 

 日程第２、当局議題「子育て世帯への臨時特別給付金について」を当局から説明願い

ます。 

上田市長 おはようございます。 

 子育て世帯への臨時特別給付金につきましては、昨日もいろいろ話をしましたけど、

一転二転三転と方向が違ってはきておりますが、滑川市としましては、子どもに対する

給付金ということで、親の所得は関係なく、子ども全部に一律に支給したいということ

で今日はお集まりいただきました。審議のほど、よろしくお願いいたします。大体160人

プラスであります。 

落合子ども課長 子ども課から、お手元に配付の資料に基づきまして説明させていただき

ます。 

 子育て世帯への臨時特別給付金につきましては、国の予備費で措置されました中学生

以下の子どもに係る先行給付の現金５万円分を専決し、先般11月30日開催いただきまし

た臨時会において予算の承認をいただいたところでございます。 

 現在、滑川市から児童手当を受給している方の中学生以下のお子さんにつきましては、

その支給情報を活用しまして、年内に申請不要のプッシュ式で支給する予定としており、

12月10日に現金５万円を支給する内容で個別通知案内を発送したところでございまし
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た。 

 これまでの経緯は報道等でも報じられておりますけれども、国では補正予算を審議す

る中で、自治体の実情に応じて現金での対応も可能とし、特定の条件をつけない全額現

金給付を容認するなど方向転換し、年内に10万円現金一括給付することも選択肢とした

ところでございます。 

 一昨日、急遽示された国の方針の中では、補正予算案成立前に自治体が給付を行った

場合でも、給付対象者や給付金額が適切である場合に限り、事後に自治体に補助金を交

付すると明記されており、議会の了解が前提とはなりますけれども、市長の答弁にもご

ざいましたように、本市もできるだけ早期に子育て世帯へ給付金を支給するため、年内

の10万円現金一括給付を目指し事務を進め、また市民にも周知していきたいと考えてお

ります。 

 資料の２番の予算の欄をご覧ください。右側の２列ございますけれども、実線で囲ん

だ部分が11月19日に閣議決定されました予備費を活用した予算、先般専決承認いただい

た予算２億850万円でございます。破線で囲んだ部分が、現在国会審議中の補正予算の部

分に、今ほど市長が説明しました所得制限の係る特例給付の受給世帯160人分、これは市

独自部分になりますが、1,600万円加えました３億2,140万円余りを追加提案予算とする

予定としております。 

 必要な予算と新たに市が支給対象とする特例給付の受給者に支給する市独自の給付

分を加えた予算につきましては、議会最終日に追加提案する予定としております。 

 12月定例会の最終日は23日となっておりますけれども、年内支給のためには、最終日

を待たずにいろいろな事務を進め、対象者に再度案内、もともと５万円給付と案内して

いるものですから、その変更の通知をする必要があることから、あらかじめ議会へ説明

させていただくものでございます。議会の了解が前提とはなりますが、事務を早急に進

めるため、既定予算で対応したいと考えております。 

 現在の受給者以外の方々、表で言いますと②、④、⑤、⑦の方々については原則申請

が必要となります。しかしながら、高校生等のうち下に兄弟がいる方々については世帯、

保護者も同一であることから、この方々についても申請不要のプッシュ式で年内に一括

支給が可能であると考えております。 

 スケジュール的なことを申し上げます。本日、議会の了解が前提とはなりますが、①

の現在、児童手当の受給者の方々、下に兄弟のいる高校生の方々、④の一部の方々には
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本日付で文書を発送し、変更内容をホームページにアップしたいと考えております。 

 本日発送する2,184世帯3,979名の児童分を12月27日に振込したいと考えております。 

 ②、④、⑤の公務員の方々、また高校生のみ世帯の方々には年内に文書を発送し、年

明けから申請受付を開始したいと考えております。 

 ⑥の特例給付の受給の方々は新たにデータ作成等が必要なことから、１月下旬から２

月にかけて振込の作業をしていきたいと考えております。 

 ⑦の方に関しては、年明けに申請手続等を進め、また、支給の手続を進めていきたい

と考えております。 

 説明は以上になります。 

竹原委員長 ただいまの説明に何かご質問はありませんか。 

 （質疑する者なし） 

竹原委員長 ないようですので、内容についての質疑は、最終日の追加議案提案後の委員

会でお願いいたします。 

 確認事項のある委員の方、挙手の上、発言願います。ございませんか。 

 （質疑する者なし） 

竹原委員長 なければ、当局議題は以上といたします。 

 本来であればその他事項ということでもありますけれども、20日の委員会で受けたい

と思います。 

 以上で、総務文教消防委員会を閉会いたします。 

 お疲れさまでした。 

午前９時30分閉会 

 


